
Ⅱ 共 同

1.概 要

n耶口57咋以来.研究課題とて ｢計画研究｣曲び

に ｢自由研究｣を併置し,又.昭和62年度から

｢穴料招眺｣を新設し,これらに係る共同利用研

究が実施されてきたo｢計画研究｣とは,本研究

所内推進者の企画に基づいて共同利用研究者を公

罪するもので,個々の ｢計画研究｣は3-5年の

JU7問内に終了し,まとめた成果を公表する｡｢自

由研究｣とは ｢計画研究｣に該当しないプロジェ

クトで.応帯者の自由な宕想と計画に基づき所内

対姑者の協力を得て,継続期間3年を目途に研究

が実施されている｡｢貿料提供｣とは,宍料 (体

液,膿謁,筋肉.毛皮,歯牙 ･骨格,排継物等)

のみを提眺する共同研究として実施されている｡

平成4年度の計画課題,応募並びに採択状況.研

究会等の概略は以下のとおりである｡

(1)共同利用研究課題

A.計画研究 (カッコ内は課題推進者.下線は代
表者)

1.ニホンザル地域個体群の動態

〔実施予定年度 平成4年皮～6年度 〕

(渡退邦夫,栄 位.給木 晃)

ニホンザル地域個体群の近年の動態を環境要因

や個体数との関連で総合的に把握する｡その中で

も特に各地で報告されるようになった人慣れの過

行や新群の突然の出現.人里への移動の問題など

の実体を把担することからニホンザル保護の方策

を探る｡

2.屋久島のニホンザル地域個休群の構造と保存

に関する研究

〔実施予定年度 昭和63年度～平成4年皮 〕

(究 滋.加納隆至.瀬戸口烈司.山佳節-)

畷温稲城の代表的な生息地であり.島全体では

並寒符にまでわたる広い巾と急な環境勾配のなか

に分布する屋久島で.社会生態学的な研究の継続

的展開をはかる｡また,亜種ヤクシマザルの保護

(虚業被告防除を含む)のための基礎研究とあわ

利 用 研 究

せて生物学的汽料の収塊 ･保存をはかる.

3.霊長類における社会場面の状況害忍紐と行動戦

時

〔実施予定年度 平成4年度～6年度 〕

(森 明雄,大津秀行,波速邦夫,山極寿-)

霊長類の行動には第三者の存在や相手個体の次

にとるであろう行動を予想したような振る舞いが

数多く認められる｡他個体に対するごまかしやだ

まし.宥和行動や第三者への行動転嫁など,社会

的な操作を伴った行動の分析を通じて,彼等自身

の社会認識のありようを探る｡

4.父子判定にもとづく霊長類の行動解析

〔実施予定年度 平成2年度～4年度 〕

(大洋秀行.竹中 修,杉山幸丸.

川本 芳,野崎寅澄)

生化学的退伝学的父子判定にもとづく研究およ

び関連の研究を行う.父系図の完成している霊長

研の放飼料の行動観察,これから父子判定を行お

うとする野生群や餌付群の野外研究を含む｡共同

研究者が実際に父子判定を行おうとすることも可

能である｡

5.霊長類の認知と学習

〔実施予定年度 平成4年度～6年度 〕

(松沢哲肌 藤田相生,友永雅己 小嶋祥三)

霊長煩の知覚や認知機能とそれに関連する学習

行動の特性を実験的に分析し,ヒトの質料と比較

して考案する｡模倣や注意,異種感覚問統合,義

象や概念の形成,個体や種の認知.コミュニケー

ション,など高次の情報処理を主として扱う｡

6.霊長類の知覚特性の比較心理学と神経科学的

基礎

〔実施予定fF一皮 平成4年皮～6年度 〕

(藤田相生,三上帝允.友永雅己)

主として形や色や迎動などの知覚にみられる錯

覚や恒常現象.残像現象などを動物心理物理学的

手法や神経科学的手法により実験的に解析し,霊

長甥の知党特性とその進化を考察する.
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7.霊長類の老化に関する研究
〔実施予定年度 平成4年度～6年度 〕

(小嶋祥三.松林清明,鈴木樹軌 木村 賛,

男山 節,中村 伸.林 基治.野崎tR煎)

笠長蛇の老化に伴う身体の構造･機能の変化や,

さらに認知機能の変化を明らかにするために,節

剖学,組織学,内分泌学,免疫学,生殖生理学.

神経科学.生化学,心理学など多方面から総合的

に考究し,サルにおける老化の基本像を探る｡他

の動物種とも比較しながら,サルの老化の特性を

明らかにし,モデル化を試みる｡

8.霊長類硬組織の形態学的研究

〔実施予定年度 平成■3年度～5年度〕

(野上裕生,瀬戸口烈司,相見 満,毛利俊雄)

現生霊長類と化石霊長頬の統一的な理解を目指

し,霊長頬の骨格 ･歯牙の比較形態学的研究を行

う｡

9.霊長類軟部の比較形態学

〔実施予定年度 平成4年度～6年度 〕

(木村 賛,岩本光雄.毛利俊雄)

挟部形態を巨視的および微視的両面より検討し

比較を行う｡系統発生的観点のみならず機能的観

点をも含め,霊長類形態の適応と進化について考

察する｡

10.霊長頬の臓器の特性に関する生理･生化学的

アプローチ

〔実施予定年度 平成4年度～6年皮〕
(長山 節,浅岡一雄,林 基治.鏑木樹理)

霊長類の諸臓器の酵素,代謝産物,生理活性物

質等の性状,動態を生理 ･生化学的手法を用いて

解析する｡他の動物と比較しながら,霊長類の臓

器の痔性を明らかにしていく｡

ll.ニホンザルの花粉アレルギーに関する研究

〔実施予定年度 平成2年度～4年度〕

(中村 仲,後藤俊二)

ニホンザルの花粉アレルギー (花粉症)を中心

に.霊長頬のアレルギー･免疫異常について生化

学,免疫学.薬理学,実験動物学.退伝学および

疫学などの見地から,その発症機序ならびに要因

の解明を目指す｡また,霊長頬を用いたアレルギー

疾患モデルの作出とその活用も進める｡

12.生体分子の構造分析による霊長類の系統

〔実施予定年度 平成3年度～5年度 〕
(竹中 修,庄武孝最.川本 芳)

核やミトコンドリアのDNAあるいは微丑タン

パク質の構造を生化学的,通伝学的手法により調

べ.霊長類の系統を明らかにする｡また新しい分

析方法の開発もあわせて目的とする｡

B.自由研究 (計画研究に含まれない研究課題)

C.資料提供

(2)応募および採択状況

平成4年度のこれらの研究課題について90件 (

148名)の応募があり,運営委員会共同利用研究

専門部会 (浅野俊夫,岡田守彦,野梓 誹.石田

英実,岩本光雄.竹中 修)並びに共同利用研究

実行委員会 (岩本光雄,相見 砧,藤田相生,波

退邦夫,大津秀行,中村 伸)との合同会言削こお

いて採択原案を作成した｡この原案は協試艮会

(平成4年2月12日)の審議 ･決定を経て迎営委

員会 (平成4年2月27日)で了承された｡

その結果85件 (144名)が採択され 各課題に

ついての応募･採択状況は下記のとおりである｡

課題 応 募

計画 1 1件 (4名)

2 3件 (4名)

3 1件 (1名)

4 2件 (2名)

5 3件 (8名)

6 2件 (2名)

7 6件 (9名)

8 6件 (9名)

9 8件 (14名)

10 3件 (5名)

11 4件 (6名)

12 5件 (7名)

自 由 38件 (61名)

資 料 8件 (16名)

(3)研 究 会

採 択 (*)

2件 (4名)

3件 (4名)

2件 (2名)

2件 (2名)

2件 (2名)

2件 (2名)

5件 (10名)

3件 (5名)

8件 (16名)

3件 (5名)

4件 (6名)

5件 (7名)

35件 (62名)

9件 (17名)

平成4年度は,｢研究会｣と小規模の ｢ミニ研
究会｣が以下のとおり採択･実施された｡

A.研究会
1.明日の霊長類学
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2.ニホンザルの分布と個体数と生息環境

3.ニホンザルの花粉症

JI.和人泊研究会

5.邦22回ホミニゼーション研究会 ｢形態と分

子からみたホミュゼ-ション｣

B.ミニ研究会

1.課長規における種間雑種形成とその維持機

的

2.脳神経系における退伝子発現
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